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改訂版高等学校情報Ⅰ
（本誌 p.8～ 13）

改訂版情報ⅠNext
（本誌 p.14～ 19）

仕様 B5判・216頁＋口絵 4頁 B5判・192頁＋口絵 4頁・折込付録

特徴 詳細な本文と豊富な図・写真で，見や
すさと詳しさを両立した教科書

簡潔な本文によるわかりやすさと，豊富
な図による見やすさを両立した教科書

主
な
要
素

記述の特徴 文章と図・表で詳しく説明。
例）p.48～ 49

文章は簡潔な記述とし，図・表を中心
に説明。
例）p.48～ 49

図の扱い方 写真を多く掲載。
例）p.77 図 8

イラストを中心に掲載。
例）p.70 図 3

問題

例題・問 例題…15個　問…29個 Q…21個

編末問題 37問 29問

総合問題 小問 29問（大問 6問） 小問 19問（大問 4問）

実習
見開き 8個

巻末に掲載。
13個
各編末に掲載。

本編内 実習…26個　Exercise…12個 TRY…24個

問いかけ Think…25個 扱いなし。

やや高度な内容 StepUp…8個 StepUp…5個

読解チェック 21問
本編で適宜掲載。 扱いなし。

話しあってみよう 6個　本編で適宜掲載。 56個　本編の各見開きに掲載。

他教科との
関連

科目名の
マーク 29個 16個

キャリア教育
との関連

「キャリア」
のマーク 12個 10個

QRコンテンツ 合計 498点 合計 461点

内
容
の
扱
い

情報モラル
本文と表で詳しく説明し，例題・問を
適宜掲載。
例）p.24～ 27

イラストを中心に説明。
例）p.20～ 23

プログラミング
擬似言語の問題も掲載。シミュレーショ
ンの実習でもプログラムを多く扱う。
p.100～ 111，118～ 121，168～ 175

プログラミングの章および一部のシミュ
レーションの実習でプログラムを扱う。
p.100～ 109，114，116～ 119

データの分析
本文と図・表，実習で詳しく扱う。仮
説検定の考え方まで扱う。
p.154～ 161，176～ 181

簡潔な説明で，図と実習を中心に扱う。
仮説検定は紹介のみ。
p.144～ 149，152～ 157

周
辺

教
材 サポートノート 共通テストの受験を意識した問題も適

宜掲載。
教科書の内容に沿った問題を中心に掲
載。
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記述や図の扱いの例（データの分析）

内容の扱いの例　（プログラミング）

ਤͱ૬ؔࢄ�⮌

ɹ�つの変
へん

量
りょう

からなるσʔλのؒに，Ұํが૿加すれ，ͦれに
ैってଞํが૿加·たはݮগするというがݟられるとき，�
つのมྔのؒには相

そう

関
かん

ʢ相
そう

関
かん

関
かん

係
けい

ʣがあるという。
ᶃ ࢄਤ
ɹ�つのมྔのؔをਤで表したものを散

さん

布
ぷ

図
ず

という。ࢄਤに
͓いて，Ұํが૿加するとଞํも૿加するがݟられるとき，
̎つのมྔには正

せい

の相
そう

関
かん

があるという。·た，Ұํが૿加すると
ଞํがݮগするがݟられるとき，�つのมྔには負

ふ

の相
そう

関
かん

が
あるという。Ͳͪらのもݟられないときは，̎つのσʔλの
ؒには，相

そう

関
かん

がないという。

読解
チェック
❼

� ͭͷมྔ W，Xにෛͷ૬ؔが͋る߹，Wがݮগするͱ，
Xはʨݮগするʗ૿Ճするʩ。

ֶᶗ

❶
❶ਓͷମॏͳͲͷΑ͏に，
͋るಛੑを表す，͞·͟·ͳ
をͱり͏るྔͷ͜ͱ。

�%� σʔλのੳ 2�

σʔλのੳ�

身長と体重のような 2つのデータの関係を調べるた
めには，どのような方法があるだろうか。

Th
ink

ᶄ ૬ؔؔͱҼՌؔ
ɹҰํがݪҼでଞํが結果であるؔを因

いん

果
が

関
かんけい

係という。�つの
σʔλに૬ؔؔがあったとしても，ඞͣしもҼ果ؔがあると
はいえないことにҙがඞཁである。
ɹたとえ，ιϑτΫϦʔムとかきණのফඅྔにਖ਼の૬ؔがあっ
た場合，「ผのݪҼʢؾԹなͲʣがมಈした結果，ιϑτΫϦʔム
とかきණのফඅྔもมಈした」ことがߟえられる。このผのݪҼ
のことを交

こうらく

絡因
いん

子
し

という。LINK

QRコード

݁Ռʹ
Өڹ

݁Ռʹ
Өڹ

Թؾ
（ަབྷҼࢠ）

ιϑτΫϦʔϜ
のফඅྔ

かきණ
のফඅྔ

+VNQ ⾣ p.178
巻末実習7

+VNQ ⾣ p.180
巻末実習8

NOTE
ྻߦਤࢄ▶
3つ以上の変量から2つを
選んで作成した複数の散布
図を，縦と横に並べて表し
た図を散布図行列ʢさΜͣ
͗ΐ͏れつʣという。たとえば，
4つの変量から2つずつ選
んで作成できる散布図は，
4×4のマス目のように並
べて表現できる。
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（B） ਖ਼の૬ؔ

y

x
（C） ෛの૬ؔ

y

x
（D） ૬ؔなし

y

x

x の૿Ճʹいɼ
y も૿Ճ

x の૿Ճʹいɼ
y がݮগ

xと y のؔ࿈ʹ
られないݟが

図10　散布図

図11　交絡因子
ソフトクリームの消費量が増え
た結果，かき氷の消費量が増え
た，とはいえない。

複数の条件式の指定
条件分岐式において条件を指定するとき，論理演算子を使って，複数の条件式を指定することもできる。

たとえば，左の実習のプログラムについて，条件を「入力値が 1 または 0 の場合」としたいときには，プ

ログラム中の条件式の部分を下の例のように，「または」の論理演算子を使って，複数の条件式を記述す

る（ 　　 部分）。

StepUp

ِ

ਅ

開始

ऴྃ

B�͕ �Ҏ্

BΛೖྗ

ͷϓϩάϥϜʹ͍ͭͯɼ͍ʹ͑Αɻޠݴࣅͷٖ࣍

（01） （ア）
（02）　もし a >= 0 ならば:
（03）　│ b = a
（04）　そうでなければ:
（05）　    b = a * （－1）

ʢ�ʣ�ʢΞʣの式が B＝ � のとき，ʢ��ʣ行目とʢ��ʣ行目のͲͪら
が実行されるか。·た，Cの値はいくつになるか。

ʢ�ʣ�ʢΞʣの式が B＝ʵ �のとき，ʢ��ʣ行目とʢ��ʣ行目のͲͪ
らが実行されるか。·た，Cの値はいくつになるか。

れるɻC͞ߦが࣮ߦ（��	 （1） のは � となるɻ
れるɻC͞ߦが࣮ߦ（��	 （�） のは � となるɻ

（1） B��� はʮਅʯなので（��）ߦが࣮͞ߦれるɻ
（�） B��� はʮِʯなので（��）ߦが࣮͞ߦれるɻ͜のϓϩάϥϜはɼ

ม B のઈରΛٻΊるものとなͬͯいるɻ

。のプログラムについて，いにえよ࣍

（01）　（ア）
（02）　もし a % 2 == 0 ならば:
（03）　│ 表示する（”偶数”）
（04）　そうでなければ: 
（05）　    表示する（”奇数”）

ʢ�ʣ�ʢΞʣの式が B＝ ��のとき，ʢ��ʣ行目とʢ��ʣ行目のͲͪら
が実行されるか。

ʢ�ʣ�ʢΞʣの式が B＝ ��のとき，ʢ��ʣ行目とʢ��ʣ行目のͲͪら
が実行されるか。

ྫ



ղઆ



1ZUIPO

2 if␣x == 1␣or␣x == 0: 4 If␣x = 1 Or x=0␣Then 

දࢉܭϚΫロ

NOTE
▶擬似言語
アルゴリズムの説明や試験
問題のために使われる架空
の言語。実際のプログラミ
ング言語ではないため，プ
ログラムをコンピュータで
実行することはできない。
表記は試験などによって異
なる。本書でも，プログラミ
ングの例題や問では擬似言
語を用いている。

BΛ Cʹೖ B ʢʹʵ �ʣΛ
͔͚ͯCʹೖ
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p.148改訂版情報Ⅰ Next

p.104改訂版情報Ⅰ Next

p.158改訂版高等学校情報Ⅰ

p.105改訂版高等学校情報Ⅰ

詳しい記述と図で，理解を深められます。

プログラミングの章では，擬似言語の
例題・問も扱いました。アルゴリズム
への理解を深められます。

LINK

図1 ߏذ

分岐構造

ɹある条件に基づいて実行する内容をかえる記述を
ͿΜ

ذ
͖

ߏ
͜͏


ͧ͏

とい
う。条件の判定は，条件式ʢp.103ʣを用いる。
ɹ·た，ある条件にあっている場合と，あっていない場合とで，実
行する命令をかえる記述を

͡ΐ͏

݅
͚Μ


ͿΜ

ذ
͖

ࣜ
͖͠

という。

分岐構造A
⁞

プログラミング⑵ɹʵ分岐構造 反復構造ʵ38
プログラミングୈ�ষ

1ZUIPO
1 x = int(input("Λೖྗ：")) ͷΛೖྗ
2 if﹈x == 1: ೖྗͨ͠Λ1ͱൺֱ
3 ﹈﹈﹈﹈print("ਖ਼ղ ") 1ͷ߹ʮਖ਼ղʯͱදࣔ
4 else: ͦ͏Ͱͳ͍߹
5 ﹈﹈﹈﹈print("ෆਖ਼ղ ") ʮෆਖ਼ղʯͱදࣔ

දࢉܭϚΫϩ
1 Sub﹈  ߏذ () ϓϩάϥϜͷ։࢝
2     Dim﹈x﹈As﹈Integer ม xΛͰઃఆ
3     x = CInt(InputBox("Λೖྗ：")) ͷΛೖྗ
4     If﹈x = 1﹈Then: ೖྗͨ͠Λ 1ͱൺֱ
5         MsgBox﹈"ਖ਼ղ " 1ͷ߹ʮਖ਼ղʯͱදࣔ
6     Else ͦ͏Ͱͳ͍߹
7         MsgBox﹈"ෆਖ਼ղ " ʮෆਖ਼ղʯͱදࣔ
8     End﹈If ݅ذͷऴྃ
9 End﹈Sub ϓϩάϥϜͷऴྃ

ϑϩʔνϟʔτ

։࢝

ऴྃ

偽

真

ʮෆਖ਼ղʯͱදࣔʮਖ਼ղʯͱදࣔ

Yͱ1͕
͍͠

݅ذͷ
処理

図2 ߏذͷϓϩάϥϜͷॻ͖ํͷྫ

入力値が1なら「正解」と表示し，それ以外なら「不正解」と
表示するプログラムを作成してみよう。

ϓϩάϥϜͷ࡞�ʢਖ਼ղͷఆʣ

දࢉܭϚΫϩ
1 If﹈  ݅  ࣜ ﹈Then
2     ॲཧ 1
3 Else
4     ॲཧ 2
5 End﹈If

1ZUIPO
1 if﹈  ݅ࣜ :
2 ﹈﹈﹈﹈  ॲཧ 1
3 else:
4 ﹈﹈﹈﹈  ॲཧ 2

Լઢ෦ʹはɼ۩ମతな
ίʔυがೖるɻ݅ࣜの
݅ʹ͋ͬͯいる߹ʹはॲ
ཧ1Λ࣮ߦしɼそうでない
߹ʹはॲཧ�Λ࣮ߦす
るɻ�ͭҎ্のذΛͤ͞
るॻきํも͋る（Q�1��）ɻ

実習例

例 1ZUIPOの࣮݁ߦՌ

⁞બ
ͤ Μ


ͨ ͘

ߏ
͜ ͏


ͧ ͏

ともいうɻ

LINK

LINK

݅ࣜではൺֱԋࢠࢉ
ʢp.10�ʣがわれるよ

処理2

݅

処理1

偽

真

ೖྗͨ͠Λ
Yʹೖ

10423ίʔυ
01101000

5

図と実習を中心に
理解を深められます。

LINK

ਤͱ૬ؔࢄ

λのؒには૬
ͦ͏

ؔ
͔Μ

ʢ૬
ͦ͏

ؔ
͔Μ

ؔ
͔Μ


͚͍

ʣがあるという。
ᾇ ࢄ�

͞Μ




ਤ
ͣ

2つのมྔのؔをਤで表したもの。ࢄਤに͓いて，
Ұํが૿加するとଞํも૿加するがݟられるとき，2つのม
ྔには正

͍ͤ

の૬
ͦ͏

ؔ
͔Μ

があるという。·た，Ұํが૿加するとଞํが
られるとき，2つのมྔにはෛݟがগするݮ

;

の૬
ͦ͏

ؔ
͔Μ

があると
いう 。Ͳͪらのもݟられないときは，૬

ͦ͏

ؔ
͔Μ

͕ͳ͍という。
ᾈ �૬

ͦ͏

ؔ
͔Μ


͚͍


͢͏

ɹ૬ؔのڧさをʵ1ʙ1のؒの数値で表したもの。૬ؔ
く，ʵ1にۙい΄Ͳෛの૬ؔがڧ数が̍にۙい΄Ͳਖ਼の૬ؔが
。数は0にۙい値をとるい。·た，૬ؔがないときは，૬ؔڧ

Aਤͱ૬ؔࢄ
⁞

 

図1

56 σーλの分ੳᾉ
σーλの分ੳ

数学I

⁞

  ਤʹ͓いͯɼのࢄ
のようすが̍ͭのઢʹۙし
ͯいるほͲ૬ؔがڧいɻ

図1 ਤͱσʔλͷ૬ؔࢄ

図3

y

xと yの間に
正の相関がある

x

y

xと yの間に
負の相関がある

x

y

xと yの間に
相関がない

x

తม

આ໌ม
ճࣜؼ

ճؼઢ

త
ม

આ໌
ม

y

x
y = ax + b

図2 ަབྷҼࢠ

݁Ռʹ
Өڹ

ιϑτΫϦʔϜ
のফඅྔ

かきණの
ফඅྔ

Թؾ
（ަབྷҼࢠ）

݁Ռʹ
Өڹ

（B）正の૬ؔ
xの増加に伴い，yも増加

（D）૬ؔͳ͠
xとyの関連に傾向が見ら
れない

（C）ෛの૬ؔ
xの増加に伴い，yが減少 ソフトクリームの消費量が増えた結果，かき氷の

消費量が増えた，とはいえない

ࢄ
͞ Μ




ਤ
ͣ

ߦ
͗ΐ͏

ྻ
Ε ͭ

�ͭҎ্のมྔから�ͭΛબΜ
で࡞しͨෳのࢄਤΛɼॎ
とԣʹฒͯ表しͨਤΛࢄ
ਤྻߦというɻͨとえばɼ�ͭ
のมྔから�ͭͣͭબΜで࡞
できるࢄਤはɼ�ʷ�のϚε
のようʹฒͯ表ݱできるɻ

Note 補足

Step
Up

y

x

ࠩ

ࠩ

簡潔な記述と豊富な図・イラストで，
視覚的に理解できます。
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